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図1(ⅱ)は著作権の関係上、掲載することができません。





問 2 下線部 B に関して， 発生における遺伝子間の相互作用は，「ある遺伝子の

発現様式を， 別の遺伝子の機能が失われた胚で観察する」， 「ある遺伝子の発

現様式を， 別の遺伝子を全領域に強制発現させた胚で観察する」の2つのタ

イプの実験を行うことによって推測できる。ショウジョウバエ胚で3つの領

域に発現する遺伝子 a, b, c について相互作用を確かめる実験を行った結

果を図3に示す。 この結果から考えられる遺伝子a. b, cの相互作用とし

て最も適当なものを， 次の(j)-@のうちから 一つ選べ。 ［口こ］

図3

注）灰色の領域は遺伝子が発現していることを示す。

〇 遺伝子bと遺伝子 C はどちらも遺伝子 a の発現を抑制する。

© 遺伝子bと遣伝子 C はどちらも遺伝子 a の発現を促進する。

＠ 遺伝子bは遺伝子 a の発現を抑制し． 遺伝子 C は遺伝子 a の発現を促

進する。

© 遣伝子bは遺伝子 a の発現を促進し． 遺伝子 C は遺伝子 a の発現を抑

制する。

® 遺伝子bと迪伝子 C はどちらも遺伝子aの発現に影響しない。
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図3は著作権の関係上、掲載することができません。





問5 下線部Cに関して， ショウジョウバエのバイソラックス遺伝子複合体

(Ubx, abd-A, Abd-B) の遺伝子の機能を 1 つまたは複数欠損させた変異体

の一齢幼虫を図 5 (ii)-(v) に示す。 下線部Cおよび図 5 の結果の結論や推

論として適切でないものを， 次の(j)-@のうちから一つ選べ。 ［口こ］

図5

注） 野生型の幼虫((i) : 図は一齢幼虫）は， 頭部Cl-C3(内部に陥入してい

るため外部からは観察できない）， 胸部T 1 -T3, 腹部 Al-AS の合計14

体節からなる。 正常な胸部体節には， 1つのケイリン器官（肢が変化した感

2つの黒点感覚器， 3つの感覚毛が左側（右側も同様）から観察でき党器），

正常な腹部体節には， 3つの感覚毛が観察できる。 後気門は AS

に属している。 囲肛板は尾節とよばれる構造に含まれ， 腹部体節とは異な

る。 なお， 野生型の成虫の胸部は， 1対の脚がある前胸節， 1対の翅と脚が

ある中胸節， 1対の平均椙と脚がある後胸節からなり， それぞれが野生型の

幼虫のTl, T2, T3 に由来する。

る。 また，

- 50 - ◇ M2(392-74)

d699
テキストボックス









図5は著作権の関係上、掲載することができません。






